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今後の見通し(2020年5月～9月）のポイント 
 

・日本海（西部および中北部）の来遊量は 
前年を下回る 

  0歳魚は前年を下回る 
  1歳魚は前年並 
  2歳魚は前年を下回る 
 
 
西部（島根県～福井県） 
中北部（石川県～新潟県） 
 

※「前年」は2019年5月～9月 
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2020年度 日本海マアジ長期漁況予報 

 

今後の見通し（2020年 5月～9月） 

対象海域：日本海（西部：島根県～福井県、中北部：石川県～新潟県） 

対象漁業：まき網、定置網 

対象魚群：0歳魚（2020 年級群）、1歳魚（2019 年級群）、2歳魚（2018 年級群） 

 

・日本海（西部および中北部）の来遊量は前年を下回る 
 0歳魚（2020年級群）：前年を下回る 
 1歳魚（2019年級群）：前年並 
 2歳魚（2018年級群）：前年を下回る 

・西部および中北部ともに1歳魚が主体で、夏以降に0歳魚の割合が増加 

 

    ※「前年」は2019 年 5月～9月を示す。 

 

Ⅰ 資源状態、漁況の経過（2019 年 4月～2020 年 3月）および海洋環境について 

1. 資源状態 

東シナ海・日本海に生息するマアジ対馬暖流系群の資源量は、1970 年代後半に低位水準であ

ったが、1980年代・1990 年代前半に増加し、1993 年～1998 年には 50万トンを超えた。その後、

資源量は減少し、1999 年～2002 年には30万～40万トンだったが、2003 年、2004年には増加し、

再び50万トンを超えた。2005 年以降は40万トン前後で推移している。 

日本海で漁獲されるマアジは対馬暖流系群の一部であり、その動向は同系群の資源状態と密接

に関わっている。日本海における資源の主体は、春季以降に東シナ海から九州西・北部、さらに

日本海西部において産卵・ふ化し、0歳魚として対馬暖流に沿って能登半島以北に分布を広げる。

越年して1歳魚になると、春季に九州西・北部から日本海西部で漁場を形成し、その後日本海中

北部に分布を広げる。その後は地付き群として中北部から西部で漁場を形成する他、東シナ海に

移動して漁獲される群もいると考えられる。 

2. 漁況の経過  

2019 年度（2019 年 4月～2020 年 3月）における島根県～新潟県の主要港における漁獲量は18

千トン（各府県の速報値等を集計）であり、2018 年度（2018 年 4月～2019 年 3月、23千トン）

および近年平均（2014 年度～2018 年度、30千トン）を下回った（図1）。府県別の漁獲量は前年

を上回る府県もあるものの、いずれの府県においても近年平均を下回っており、漁獲量データを



 

集計している1998 年以降で最も低い値となった。 

2019 年度の月別の漁獲量は、2018 年度と比較すると 5 月、1 月および 3 月に大きく下回った

ほか同程度で推移した（図 2）。近年平均と比較すると 4 月を除いて全体的に下回った。2019 年

度の西部（島根県～福井県）の漁獲量は、2018 年度とほぼ同程度か下回って推移した。近年平

均と比較すると 4 月を除いて全体的に下回った（図 2）。中北部の漁獲量は、2018 年度と比較す

ると 12 月、3 月を除いて同程度か上回った（図 2）。近年平均と比較すると 4 月、6 月および 3

月に大きく下回ったほかは、同程度で推移した。 

日本海のマアジは主にまき網（主に西部）と定置網（主に中北部）によって漁獲されている。

しかし、定置網の占める割合は概ね 20％以下で、まき網の漁獲量の多寡が全漁獲量に大きく影

響している（図 3）。2019 年度におけるまき網の漁獲量（14 千トン）は 2018 年度（20 千トン）

および近年平均（25千トン）を下回った。2018 年度と比較すると、5月、1月および3月に大き

く下回った。2018 年度ならびに 2019 年度では 7 月から 11 月にかけての漁獲量が、近年平均と

比較して少なかった（図4）。一方、定置網の2019 年度における漁獲量（4千トン）は2018年度

（3 千トン）を上回ったが、近年平均（5 千トン）を下回った。2019 年度の漁獲量は 5 月、6 月

および 2 月、3 月に 2018 年度を上回ったほか、概ね同程度で一部下回った。また、2019 年度の

漁獲量は 2 月を除いて近年平均を下回った（図 4）。以上の様に、西部・まき網では前年および

近年平均を下回り、中北部・定置網では前年を上回ったが近年平均を下回る状況にあった。 

 

3. 海洋環境 

日本海のマアジの来遊量は、中長期的に対馬暖流域の水温変動と正の対応関係が見られる。期

間中 6 月までの対馬暖流域の 50ｍ深水温はかなり高めで経過すると予想されているが（2020 年

度第 1 回日本海海況予報、日本海区水産研究所）、海洋環境から受けるマアジ漁況への影響は少

ないと考えられる。 

 

Ⅱ 今後の見通しについて 

1. 0 歳魚（2020 年級群） 

例年では、今後の日本海西部における漁獲の主体は1歳魚（2019 年級群）で、初夏以降0歳

魚（2020年級群）の割合が増加する。東シナ海における着底稚魚の分布量（0歳魚の資源量指標

値の一つとなっている）と高い相関が見られる4月半ばの好適水温帯面積＊は、2020 年（予測値）



 

と 2019 年を比較すると2019 年を下回ると見込まれる（2019年度第 2回対馬暖流系マアジ・さ

ば類・いわし類長期漁海況予報、西海区水産研究所）。このことから、0歳魚の豊度は前年を下

回ると考えられ、来遊量は前年を下回ると推測される。 

＊好適水温帯面積：東シナ海の着底稚魚調査結果の解析に基づく計算海域における表層水温18

℃～22℃の面積 

2.  1 歳魚（2019 年級群）および2歳魚（2018年級群） 

各年級群の資源状態（令和元（2019）年度マアジ対馬暖流系群の資源評価）および2019年 5

月～6月に対馬周辺から日本海西部で実施した中層トロール調査によるマアジ稚魚の採集数と水

温分布から加入量指標値を算出した（図5）。今年度1歳になる2019 年級群の加入量指標値は昨

年並であったことから（2019 年度日本海さば類・マアジ・マイワシ・ブリ長期漁況予報、日本

海区水産研究所）、2019 年級群は2018 年級群並の豊度であると考えられ、1歳魚の来遊量は前年

並と推察される。今年度2歳になる2018 年級群は、2019 年の資源評価結果において前年の2歳

魚（2017 年級群）より資源量が少ないと推定されることから来遊量は前年を下回ると推察され

る。 

3. 今期の来遊量 

以上から、日本海西部・中北部海域のマアジ来遊量は、0歳魚（2020 年級群）は前年を下回る、

1歳魚（2019 年級群）は前年並、2歳魚（2018 年級群）は前年を下回ると予測される。全体とし

て前年を下回ると予測される。 
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図1 日本海主要港（島根県～新潟県）の漁獲量の推移（漁期年度の4月～翌年3月） 

近年は 2014 年度～2018 年度の平均値を示す。 
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図 2 海域別日本海主要港における月別漁獲量の推移 

近年平均は2014 年度～2018 年度の平均値を示す。 
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図 3 漁業種類別漁獲量の推移（漁期年度は4月～翌年3月） 

近年は 2014 年度～2018 年度の平均値を示す。 
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図 4 漁業種類別・月別漁獲量の推移（漁期年度は4月～翌年3月） 

近年平均は2014 年度～2018 年度の平均値、上図はまき網、下図は定置網を

示す。 
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図 5 日本海西部海域におけるマアジ加入量指標値（2003年を 1とした）の推移 
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